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てきたが、三年前から隣国のブルンジに通い始めた。土地紛争を比較するためである。ルワンダとブルンジは、 「双子の国」と呼ばれるほど共通点が多い。いずれも植民地化以前の王国を起源に持つ、人口稠密な農業国である。 「千の丘の国」と呼ばれることもあるが、標高一五〇〇メートルを超え 中央高地では、見渡す限り丘が連なり、そ 頂上ま 耕作された風景が見られる。　
両国とも、人口の八割強をフトゥ、一割強をトゥ















帯である。とりわけ、タンザニアに近いタンガニーカ湖畔のルモンゲ ニャンザラックといった地域は、一九七二年に起こったフトゥに対する大量殺戮の発火地点であり、トゥチが支配していた軍の抑圧を逃れて 膨大な数のフトゥがタ ニアに難民となって逃げた。最近タンザニアの難民キャ プからフトゥの難民帰還が進み、それにともなって土地をめぐる紛争が激化しつつある。　
ブルンジでは、一九六〇年代半ば以降二〇〇〇年











は、オイルパーム林へと変わって まった。土地権利証書など、もともと発行されていない。難民キャンプで生まれ、親の出身地だ いうだけで戻 てきた者も少なく い。いずれに ても、どこが自分の土地なのかはっきりしない。一方、入植者の側も不安と不信に苛まれている 彼らは、 たちが の地域の出身でないのに土地権利を要求すると疑心暗鬼になっており、補償金が ちんと出ない限り、土地は絶対に渡さないと気色ばむ。ブルンジには内戦に起因する土地紛争を専門に扱う仲裁機関が存在し、当事者の意見聴取と紛争解決に従事しているが、処理はなかなか進んでい い。　
南部のみならず全国で問題になっているのは、一



















避難民キャンプで暮らす女性。母親や兄弟を 1993 年に殺された。2 時間半かけ
て故郷の村の畑に通う。村長が帰郷を勧めるが、「絶対帰らない。自分にとって
平和は戻っていない」と言う
避難民キャンプを管轄する村長。避難民は早く自分の村に戻るべきだと主張する
集約的に利用された丘が連なる、典型的な高地の風景
タンガニーカ湖畔の風景。湖畔地域は標高が低く、かつては人口稀少地帯であった
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